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太陽の子保育園平成 22年 2月

今年になって､園では熱を出したり溶連菌に感染する子が増えてきました｡

インフルエンザは出ていませんが､これから季節性のインフルエンザも流行

してきます｡

桜が咲く陽気になったり冬に戻ったりして寒暖の差が激 しい今 日この頃ですが､子ども

たちは元気に過ごしています｡ しかし､まだまだ寒い日も続きます｡かぜなどひかないよ

うに注意 してあげてください｡ 

菜1リウマチ熱 溶血性連崩球菌による細菌感染が原. -

因で起こりますこ主な症状は､発熱､開拡炎､輪状紅斑､

皮下転虹などで､心臓清変を伴うこともあります｡最

近ではリウマチ熱はほとんど見られないようです;

oG 溶連菌感染症l. Dc 類2. J性細 溶連菌とその夢に対す書 , ■yt(L 体腎共)･･･

る抗体が結びつき､腎臓の糸球体というところに雷

積したため起こると言われていまも 主な症状は､むCG家族にもうつL Do'	 Jまも くみ､尿が出なくなる.血尿や蛋白が出る､血圧が上O- I一一一▼■	 V■▼▼▼▼- ー▼ a
家庭内でうつる確立は約20%ですも症状が

がるなどの急性腎不全の状矧 こなります.

あれば必ず医師の診断を受けてください｡症

状がなくなったからといって薬をやめると･再 D

発しますら 

I2
Il (

リウマチ熱や腎炎を起こすこともあるので､
 

○医師の指示通りにしましょう｡
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○のどが痛 い場合 は無いものや辛いもの､酸っぱいものは選 4l

けまし.tう｡l 
l	 O発疹 が水 をもっていなくて､熟やせきがなければ､お且日昌に 

ll
l 入ってもよいでしょう｡ l


oかゆみを伴う場合もあるので､爪を短く切っておきまLJ:う｡
l	 l
l	 ○室内の濃度は汗をかかない軸 lこしましょう｡ I○医師の診断 Iこ従いまLJ:う｡l	 I
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等	 ?｡ 歳 児 健 康 診 断 
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.肥満l書	 やすい生活習慣病の原田になLJ

矧 =なっているなら生活を見止そう肥溝とは､脂肪がつきすぎていることですi食物で

● 得られるエネルギーが.運動や日ごろの亮動で出てい ･外良､ファーストフードを減らす｡ ●
くエネルギーを上回ったときに.脂肪がつきま一弘 決し

･砂糖を多くとDすぎない｡ 
て体重が井草より重いということではありません｡また､

●	 'できるだけジュースよりもお茶を飲む｡
小児肥矧ま治りにくいと書われていま7.

･おやつは決めたtだけにする.

鼠臼として 

･よくかんで食べる｡

●	 貴書な食べ物､粛族の生活習慣.社会･文化的スト

･食物繊維の多いものを食べる｡ ●
レス､遺伝的国子､胎児のときの因子などがありま7. 

d動物性タンパク質や脂肪の摂取tl● 食生者でl.	 こよっ
※早期成人病になる慈し1生活習慣や運動嫌し1は･ト ●て､かなりの射 ヒがありま7. 
5歳ころに習t*つくと育われていま7.子どもの食

●	
こんな食べ方をしていませんか7 事のtを光らすのではな

･朝食が少ない｡	 く.食べ方を考え､保護者

･おやつや夜食が多い｡	 が子どもの鮭点を守ると

●	 ･糖分や油が多いものをよく食べる｡ いう自覚をもちましょう｡


葺動も忘れずに取b入れ

'インスタントの食事､スナック菓子をよく食べる｡
 

まLJ:う｡
 
●	 ｡よくかまない｡

･早食い､ながら食いをする｡
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下痢 ･堰吐のケア

下痢や嶋吐で一番心配なのは脱水症です｡特に地裁子どもは下痢や堰

吐で体の外に水分がでてしまい､あっという間に体の水分を失いま

す｡水分を飲んでもそれが刺激になって､次の下痢嶋吐を起こしてし

まうこともあります｡下痢唯吐が続き水分が取れないときは､すぐに

主治医に見ていただき対応することが大切です｡
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